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◉アフガン東部地震支援、防寒具の配布◉

PMSは2025年9月〜10月にかけて行なった食糧やテントなどの支援物資の配給に続いて、厳冬期を迎えた12月にダラエ
ヌール地区で12,000人の子どもたちへジャンパーを配布した。日本人メンバーもアムラ村の女学校とカライシャヒ村のマ
ドラサでの配布に同行した。（2025年12月11日）

2026年2月には、クナール州ワディールダラの最上流に位置するアレク村とシェマッシュ村の仮設キャンプに居住している
約1,200家族のために、国産（良質のアフガン製）の厚手の毛布1,200枚と子ども用ジャンパー9,000着が配布された。昨年
10月に配給を行なったヌールガルキャンプなどに避難していた村人たちは、寸断されていた道路が整備されたことで帰還
し始めていた。（2026年2月10日）

昨年8月末の地震から約半年が経とうとしている現在も、損壊した家屋は手付かずとなっており、人々は村の近くの仮設
キャンプで生活を続けている。復興にはまだまだ時間を要する。（2026年2月7日）
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被災地の調査から支援物資の買い付け、夜遅くまでの打合せ、そして配給と、地震発生の直後から始まった迅速
かつ的確な支援はPMS 職員一人一人の力によって実現した。それらの多大なる労をねぎらい、ジャララバード事
務所2階の廊下を即席の食堂に変え、魚のフライとマトンカライー（カライーは鍋という意味。羊肉をスパイスなど
と煮込んだ料理）、山盛りのフルーツが振舞われた。（2025年12月18日）

食後には、職員一人一人に日本から持っていったショルダー
バッグと目薬（スーッとするものが人気）が慰労品として村上
PMS総院長より手渡された。

マトンカライー

魚のフライ
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12月22日、ドクター中村記念ハンセン病センターの開所式が執り行われた。「ハンセン病事業に協力を惜しまない」
と表明していた保健局長をはじめ、行政関係者らも招待され、村上総院長が挨拶した。式典後には、ジア副院
長が横断幕前に職員一同を呼び集めて「中村先生の教えに沿ってハンセン病患者の早期発見のために、積極的
にフィールドワークに行こう」と激励の言葉を投げかけた。（2025年12月22日）

◉ドクター中村記念ハンセン病センター開所！◉
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土砂吐き土砂吐き
設置位置設置位置

手足や指が正常に動くかを確認する検査と神経の触診の練習を職員同士で繰り返した。

ハンセン病患者の早期発見のために職員の研修を行う藤田PMS支援室長。らい菌によって侵される神経と筋力
の検査方法を身につけ、1月からのジャララバード市内の病院での実地研修に挑む。　　　　 （2026年1月6日）
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「コンクリート構造物の鬼ザミール・グル、蛇籠の鬼ヤール・モハマッド、二人が縁の下の力持ちだ。二人とも長
老格となったが、後継は確実に増え続けている」（2017年3月7日／中村医師メール報告より）

　2025年12月31日、PMSで20年以上勤めあげ
た熟練の現場監督である、ヤール・モハマッドさ
んとザミール・グルさんが退職の日を迎えた。
　ヤール・モハマッドさんは空爆と干ばつでペシ
ャワールへの難民化を余儀なくされたブディアラ
イ村出身。PMSによる水利事業が始まったこと
で帰還して以来、「ブディアライ組」を率いてあ
らゆる作業をこなし、蛇籠班の班長としても後継
の育成に力を注いだ。
　ザミール・グルさんは中村医師曰く「作業場で
は配筋図が読める数少ない現場監督」であり、水
門や橋、サイフォンなど数々のコンクリート構造
物建設を指揮した。
　藤田PMS支援室長が「中村先生はとても頼り
にしていた二人の事をよく話していた」と語り、ジ
ア医師をはじめ各事業責任者から労いと感謝の
言葉が贈られた。

＊中村先生と苦楽を共にした熟練工たち＊

ザミール・グルさんザミール・グルさんヤール・モハマッドさんヤール・モハマッドさん
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書
、
経
済
レ
ポ
ー
ト
・
財
務
レ
ポ
ー
ト
を
承
認
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
現
政
府
は
企
業
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が

不
正
（
脱
税
や
収
賄
）
を
し
て
い
な
い
か
目
を
皿
に

し
て
チ
ェ
ッ
ク
し
、
少
し
で
も
不
備
が
あ
れ
ば
ペ

ナ
ル
テ
ィ
（
罰
金
）
を
取
っ
て
い
る
。
政
府
の
方

針
は
日
々
変
化
し
て
い
て
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
も
そ
れ
に
沿

う
よ
う
形
式
を
作
り
変
え
た
ほ
う
が
よ
い
と
の
こ

と
だ
っ
た
。

「
ミ
ス
タ
ー
ヤ
マ
シ
タ
、
監
査
は
年
々
厳
し
く
な

っ
て
い
る
。
過
去
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
企
業

や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
役
人
と
癒
着
し
、
収
賄
や
不
正
が
横

行
し
て
い
た
。
Ｐ
Ｍ
Ｓ
は
実
績
が
広
く
周
知
さ
れ

て
い
て
、
特
に
ナ
ン
ガ
ラ
ハ
ル
州
で
は
大
き
な
信

用
も
得
て
い
る
。
と
は
い
え
今
の
中
央
政
府
は
斟し
ん

酌し
ゃ
くし
な
い
で
し
ょ
う
。
彼
ら
が
賄
賂
を
受
け
取
る

な
ら
別
だ
が
」。
ハ
ニ
フ
ラ
さ
ん
は
冗
談
を
言
っ
て

笑
っ
た
。

　

政
府
の
目
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
の
は
、
地
震
の

被
災
地
支
援
一
つ
を
取
っ
て
も
そ
う
だ
っ
た
。
政

府
は
国
外
か
ら
の
支
援
の
金
額
や
内
容
を
統
計
デ

ー
タ
と
し
て
ま
と
め
る
た
め
に
、
全
て
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

に
報
告
書
の
提
出
を
課
し
て
い
た
。
ま
た
、
ク
ナ

ー
ル
州
の
支
援
担
当
局
で
は
、
被
災
地
で
配
布
す

る
毛
布
の
厚
さ
や
サ
イ
ズ
、
生
産
地
、
見
積
額
な

ど
細
か
い
報
告
に
時
間
を
取
ら
れ
、
ジ
ア
先
生
ら

が
辟へ
き

易え
き

し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
な
の
で
、
財
務
報
告
書
の
見

直
し
に
つ
い
て
は
日
本
の
Ｐ
Ｍ
Ｓ
支
援
室
と
現
地

の
会
計
部
門
が
そ
れ
ぞ
れ
作
成
し
、
次
回
の
滞
在

時
に
改
め
て
意
見
交
換
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

も
う
す
ぐ
麦
畑
が
よ
み
が
え
る
！

　

今
年
九
月
に
完
工
予
定
の
ナ
ー
ジ
ア
ン
事
業
地

に
は
、
着
工
前
の
調
査
当
時
か
ら
よ
く
訪
れ
て
い

た
。
工
事
は
順
調
で
、
現
地
を
訪
れ
る
た
び
に
巨

大
な
構
造
物
が
増
え
、
進
捗
が
わ
か
る
。
モ
ラ
ヘ

イ
ル
用
水
路
か
ら
の
送
水
は
す
で
に
始
ま
っ
て
い

て
、
下
流
域
で
は
水
が
届
い
た
荒
地
で
耕
作
が
始

ま
っ
て
い
る
。「
こ
こ
に
、
麦
畑
が
よ
み
が
え
る
の

か
」

―
そ
う
思
う
と
、
中
村
先
生
と
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の

仕
事
の
大
き
さ
に
改
め
て
感
銘
を
受
け
た
。

　

ナ
ー
ジ
ア
ン
で
は
、
三
人
の
若
手
エ
ン
ジ
ニ
ア

（
ポ
ー
パ
ル
、
フ
ァ
イ
ズ
ラ
ー
、
ワ
ヒ
ド
ゥ
ラ
ー
技
師
）

が
働
い
て
い
る
。
彼
ら
は
私
と
同
年
代
。
技
術
的

な
質
問
を
す
る
と
な
ぜ
か
ニ
ヤ
っ
と
笑
う
が
、
丁

寧
に
答
え
て
く
れ
る
。
砂
防
堤
、
用
水
路
、
構
造

物
の
各
現
場
を
三
人
が
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
て
い
る
。

　

中
村
先
生
が
携
わ
っ
た
取
水
設
備
な
ど
の
構
造

物
を
見
る
と
、
無
駄
に
感
じ
る
も
の
が
一
切
な
い
。

ど
っ
し
り
と
佇た
た
ずみ
、
機
能
性
が
追
求
さ
れ
た
質
素

な
頑
丈
さ
が
印
象
的
だ
。

　

現
在
Ｐ
Ｍ
Ｓ
で
は
デ
ィ
ダ
ー
ル
技
師
が
構
造
物

の
設
計
を
担
当
し
て
い
る
が
、
中
村
先
生
の
素
朴

な
デ
ザ
イ
ン
と
は
少
し
異
な
る
出
来
栄
え
だ
。
階

段
が
造
ら
れ
て
い
た
り
、
法の
り

面め
ん

に
芝
生
が
敷
き
詰

め
ら
れ
て
い
た
り
し
て
、
見
た
目
へ
の
こ
だ
わ
り

が
感
じ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
日
ご
ろ
会
計
業
務
を

し
て
い
る
私
は
「
こ
の
装
飾
の
よ
う
な
も
の
は
無

用
な
出
費
で
は
？
」
と
穿う
が

っ
た
目
で
見
て
し
ま
い

「
こ
れ
、
必
要
な
ん
で
す
か
？
」
と
つ
い
尋
ね
て

好評発売中！

希望の一滴
1650円

中村哲、アフガン最期の言葉 
A5判192頁オールカラー

福岡市中央区天神1-4-1 
☎092（711）5523西日本新聞社

映像記録ＤＶＤ

荒野に希望の灯をともす
～医師・中村哲の35年の軌跡～

［企画］ペシャワール会［製作］日本電波ニュース社

アフガン・緑の大地計画

NHK出版

人は愛するに足り、真心は
信ずるに足る

中村哲医師の著作等

アフガニスタンで考える

ほんとうのアフガニスタン

～国際貢献と憲法九条～

千代田区神田小川町2-5-1 ☎03（5282）1211

文京区音羽1-16-6 　　　　☎03（5395）8116

台東区蔵前2-5-3 　　　   ☎03（5687）2680

（価格は税込）

1760円

1188円 

726円 

1980円 
1980円 

2200円 

2200円 

1980円 

1980円 

1980円 

1650円 

858円 

2970円［2021年発売］

アフガニスタン
用水路が運ぶ恵みと平和

2970円［’16年発売］

アフガニスタン
干ばつの大地に用水路を拓く

天、共に在り

わたしは「セロ弾きのゴーシュ」

2750円［’12年発売］

中村哲が本当に伝えたかったこと 1760円

アフガニスタン三十年の闘い

光文社
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し
ま
っ
た
。
デ
ィ
ダ
ー
ル
さ
ん
は
た
め
息
を
つ
き
、

「
ヤ
マ
シ
タ
さ
ん
、
こ
れ
は
技
術
的
な
理
由
が
あ

っ
て
…
…
」
と
真
面
目
な
表
情
で
長
々
と
説
明
を

始
め
た
が
、
周
囲
の
ス
タ
ッ
フ
が
立
ち
去
っ
た
後
、

「
訪
れ
た
人
が
安
ら
げ
る
よ
う
に
、
景
観
を
良
く
し

た
い
の
も
理
由
の
一
つ
で
す
」
と
こ
っ
そ
り
教
え

て
く
れ
た
。

　

被
災
地
支
援
の
舞
台
裏

　

昨
年
八
月
末
に
発
生
し
た
ア
フ
ガ
ン
東
部
地
震

（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
6
）
の
被
災
地
支
援
に
つ
い
て
、

Ｐ
Ｍ
Ｓ
事
務
所
の
様
子
を
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

　

Ｐ
Ｍ
Ｓ
職
員
た
ち
は
、
地
震
の
翌
日
か
ら
支
援

に
向
け
た
準
備
に
奔
走
し
て
い
ま
し
た
。
物
資
配

給
前
に
現
地
調
査
を
し
て
、
配
給
対
象
者
の
選
定

を
す
る
メ
ン
バ
ー
は
特
に
疲
弊
し
て
い
ま
し
た
。
ジ

ア
先
生
を
は
じ
め
、
事
務
責
任
者
の
サ
ー
ブ
ル
ジ

ャ
ン
、
会
計
の
ハ
ニ
フ
ラ
さ
ん
、
灌
漑
の
フ
ァ
ヒ
ー

ム
技
師
、
農
業
の
ア
ジ
ュ
マ
ル
技
師
、
ハ
フ
ィ
ズ
ラ

ー
医
師
と
い
っ
た
ス
タ
ッ
フ
が
中
心
で
し
た
。

　

被
災
地
調
査
は
総
勢
二
〇
名
ほ
ど
、
い
く
つ
か

の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
彼
ら

は
連
日
、
日
の
出
前
に
被
災
地
へ
向
け
出
発
し
、

日
没
後
二
〇
時
過
ぎ
に
疲
労
困こ
ん

憊ぱ
い

で
ジ
ャ
ラ
ラ
バ

ー
ド
に
戻
り
、
そ
の
後
、
藤
田
室
長
と
深
夜
近
く

ま
で
食
事
を
摂
る
間
も
な
く
密
な
打
合
せ
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
事
前
に
収
集
し
た
被
災
地
の
情
報
」
と

「
現
場
ま
で
実
際
に
足
を
運
び
知
り
得
た
情
報
」
は

著
し
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
、
そ

の
都
度
計
画
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
調
査
の
た
め

四
駆
と
徒
歩
で
半
日
か
か
る
山
道
を
登
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
徒
労
に
終
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

配
給
の
実
動
隊
と
な
っ
た
そ
の
他
の
ス
タ
ッ
フ
た

ち
は
、
物
資
の
調
達
、
実
際
の
配
給
を
行
な
い
ま

し
た
。
彼
ら
も
夜
遅
く
ま
で
翌
日
の
物
資
を
取
り

寄
せ
、
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
市
内
に
在
庫
が
な
い
物
は

カ
ブ
ー
ル
ま
で
探
し
に
行
き
、
手
配
し
て
い
ま
す
。

　

最
初
の
配
給
（
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
郡
）
に
は
日
本
人

メ
ン
バ
ー
も
同
行
し
ま
し
た
が
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
事
務
所

に
戻
っ
た
後
は
深
夜
近
く
ま
で
ジ
ア
先
生
ら
が
藤

田
室
長
と
今
後
の
打
合
せ
、
そ
の
他
の
メ
ン
バ
ー

は
疲
労
困
憊
の
な
か
翌
日
の
物
資
の
買
い
付
け
に

走
り
ま
し
た
。

　

翌
日
は
早
朝
（
六
時
半
）
に
事
務
所
を
出
発
（
物

資
を
積
ん
だ
ト
ラ
ッ
ク
は
五
時
過
ぎ
に
出
発
）
し
、
私

た
ち
も
ク
ナ
ー
ル
州
デ
ィ
ワ
ガ
ル
で
の
食
糧
配
給

に
同
行
し
、
十
七
時
に
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
へ
帰
っ

て
き
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｍ
Ｓ
は
強
い
意
志
で
被
災
地
支
援
を
開
始
し

ま
し
た
が
、「
同
胞
の
た
め
一
致
団
結
し
た
ア
フ
ガ

ン
人
た
ち
に
よ
る
美
し
い
奉
仕
活
動
」
な
ど
と
形

容
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
徒
歩

で
の
山
岳
被
災
地
調
査
、
何
百
組
と
い
う
物
資
の

積
み
下
ろ
し
（
一
組
一
〇
〇
㎏
以
上
）
等
、
連
日
の

過
酷
な
肉
体
労
働
に
疲
弊
し
た
ス
タ
ッ
フ
た
ち
は

苛い
ら

立だ

ち
、
一
触
即
発
の
状
況
で
し
た
。
声
を
荒
げ
、

一
時
職
務
を
放
棄
す
る
ス
タ
ッ
フ
さ
え
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
で
は
夏
場
は
暑
さ
を

凌し
の

ぐ
た
め
、
町
中
が
電
気
を
使
い
、
頻
繁
に
停
電

し
ま
す
。
た
だ
で
さ
え
脆ぜ
い
じ
ゃ
く弱な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

回
線
が
そ
の
度
に
切
断
さ
れ
、
復
旧
が
深
夜
に
な

る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
。
日
本
と
の
連
絡
の
際
、

テ
キ
ス
ト
の
み
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
さ
え
送
受
信
に

難
が
あ
る
こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
政
府
が

全
国
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
を
遮
断
し
た
こ
と

も
重
な
り
、
一
時
は
被
災
地
支
援
の
大
き
な
障
壁

と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
Ｐ
Ｍ
Ｓ
に
よ
る
被
災
地
支
援
は
続
き
、

今
年
一
月
に
は
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
の
子
ど
も
た
ち
へ

ジ
ャ
ン
パ
ー
の
配
布
、
二
月
に
は
ク
ナ
ー
ル
州
ワ

デ
ィ
ー
ル
ダ
ラ
で
毛
布
と
ジ
ャ
ン
パ
ー
の
配
布
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
Ｐ
Ｍ
Ｓ
が
買
い
付

け
た
質
の
良
い
国
産
（
ア
フ
ガ
ン
製
）
で
、
ジ
ャ
ン

パ
ー
が
届
け
ら
れ
た
子
ど
も
た
ち
は
大
は
し
ゃ
ぎ

で
駆
け
回
り
、
大
人
た
ち
は
日
本
へ
の
感
謝
を
述

べ
て
い
ま
し
た
。

▼
現
地
活
動
を
紹
介
す
る
パン
フ
レ
ッ
ト
を
お

送
り
し
ま
す

＊�

ペシ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
活
動
を
ご
紹
介
さ
れ
る
と
き
に
お
使

い
い
た
だ
け
る
も
の
で
す
（
払
込
用
紙
が
つ
い
て
い
ま

す
）。
ご
希
望
の
方
は
事
務
局
に
ご
連
絡
下
さ
い
。
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
は
Ａ
３
変
形
を
四
つ
折
り
し
た
も
の
で
、
長

形
の
定
形
封
筒
に
入
る
カ
ラ
ー
版
で
す
。

▼
未
使
用
の
切
手
、
書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
（
官
製

ハ
ガ
キ
・
年
賀
ハ
ガ
キ
）
を
お
送
り
下
さ
い

＊�

引
き
出
し
の
中
な
ど
に
眠
っ
て
い
る
も
の
を
お
送
り
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
会
報
発
送
等
に
使
わ
せ
て
い
た

だ
き
大
変
助
か
っ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
外
国
の
切
手

は
お
受
け
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
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若
手
エ
ン
ジ
ニ
ア
三
人
組

　

私
は
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
ワ
ヒ
ド
ゥ
ラ
ー

と
申
し
ま
す
。

　

現
在
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
灌
漑
セ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
二
〇

二
四
年
四
月
に
着
工
さ
れ
た
「
ナ
ー
ジ
ア
ン
灌
漑

事
業
」
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
私
た
ち
若
い
三
人
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
は
、

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
大
ま
か
に
以
下
の
三
ヵ
所
、

取
水
口
（
堰
、
取
水
門
）・
用
水
路
・
貯
水
池
に
一

人
ず
つ
配
置
さ
れ
て
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
職
員
や
地
域
住
民

と
一
緒
に
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

私
は
こ
の
流
域
に
あ
る
、
モ
ラ
ヘ
イ
ル
、
カ
チ

コ
ー
ル
、
ミ
ア
ガ
ン
、
バ
ゴ
ン
の
四
つ
の
既
存
用

水
路
の
改
修
工
事
の
担
当
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

用
水
路
の
改
修
工
事
に
よ
り
、
最
下
流
に
位
置
す

る
モ
ラ
ヘ
イ
ル
用
水
路
に
上
流
の
三
つ
の
用
水
路

の
余
水
が
全
て
注
ぎ
こ
ま
れ
、
水
不
足
に
陥
っ
て

い
る
農
地
が
耕
作
可
能
に
な
る
計
画
で
す
。

　

ま
ず
モ
ラ
ヘ
イ
ル
既
存
用
水
路
の
改
修
工
事
に

取
り
か
か
り
、
貯
水
池
に
つ
な
げ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
モ
ラ
ヘ
イ
ル
取
水
口
の
す
ぐ
上
流
に
位
置
す

る
カ
チ
コ
ー
ル
用
水
路
に
二
〇
二
五
年
二
月
二
二

日
に
着
工
し
ま
し
た
。
全
長
三
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル

の
素
掘
り
の
既
存
用
水
路
の
幅
を
整
え
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ

方
式
の
ソ
イ
ル
セ
メ
ン
ト
の
ラ
イ
ニ
ン
グ
を
施
し
、

◎
現
地
ス
タ
ッ
フ
か
ら
の
便
り

ナ
ー
ジ
ア
ン
灌
漑
事
業
に
つい
て

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐ
Ｍ
Ｓエン
ジニア

　
　
ワ
ヒ
ド
ゥ
ラ
ー 

ア
ク
バ
リ

水
路
側
面
の
大
部
分
は
練
り
石
積
み
を
施
工
（
図

参
照
）。
こ
の
用
水
路
の
水
源
は
川
か
ら
の
取
水
に

加
え
、
カ
チ
コ
ー
ル
湧
水
と
対
岸
の
シ
カ
ン
ダ
ル

湧
水
で
す
。
対
岸
の
湧
水
は
ナ
ー
ジ
ア
ン
川
底
を

深
く
掘
り
下
げ
て
パ
イ
プ
で
横
断
さ
せ
用
水
路
に

流
し
込
み
ま
す
。
こ
の
パ
イ
プ
に
沿
わ
せ
て
フ
ィ

ル
タ
ー
パ
イ
プ
を
設
置
し
て
川
の
浸
み
水
も
導
水

す
る
工
事
を
し
ま
し
た
。
カ
チ
コ
ー
ル
の
用
水
路

か
ら
の
排
水
は
モ
ラ
ヘ
イ
ル
用
水
路
へ
取
り
込
ま

れ
ま
す
。

　

次
の
ミ
ア
ガ
ン
用
水
路
工
事
は
二
〇
二
五
年
八

中
村
哲 

思
索
と
行
動

「
ペシ
ャ
ワ
ー
ル
会
報
」現
地
活
動
報
告
集
成 1983

〜2019 

会
報
に
掲
載
さ
れ
た
中
村
医
師
の
報
告
を
ま

と
め
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
購
読
下
さ
い
。

A
5
判
上
製・上
巻
432
頁
／
下
巻
456
頁 

各
2
9
7
0
円（
税
込
）

中
村
哲
＝
著
／
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
＝
発
行 

﹇
上
・
下
巻
﹈

⦿

重
版
出
来
！

２
０
２
５
年
12
月
刊
／
四
六
判
並
製 

１
８
７
0
円（
税
込
）

ペシ
ャ
ワ
ー
ル
会
＝
編
／
石
風
社
刊

今
こ
そ
中
村
医
師
の
言
葉
を
！

＊
詳
し
く
は
同
封
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
対
談
者
】徳
永
進
／
井
上
ひ
さ
し
／
池
澤
夏
樹
／
鶴
見

俊
輔
／
養
老
孟
司
／
原
尞
／
辰
野
勇
／
菅
原
文
太
／

大
澤
真
幸
／
半
藤
一
利

―

人
・
水
・
命

中
村
哲 

対
談
集

⦿

地
方
出
版
文
化
功
労
賞
受
賞

ワヒドゥラー技師が描いた用水路改修工事の図面
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文
化
と
は
何
だ
ろ
う
か
。
と
考
え
た
の
は
、
ヒ

ン
ズ
ー
ク
ッ
シ
ュ
の
山
中
を
羊
飼
い
に
連
れ
添
っ

て
単
身
歩
い
て
い
た
時
だ
。
あ
る
村
で
日
が
暮
れ
、

一
夜
の
宿
を
請
う
た
。
ど
こ
の
村
に
も
ゲ
ス
ト
ル

ー
ム
が
あ
っ
て
、
旅
人
を
快
く
泊
め
る
。
だ
が
日

本
人
な
ど
初
め
て
で
、
私
を
見
よ
う
と
、
ま
る
で

縁
日
の
夜
店
の
よ
う
に
人
が
集
ま
っ
て
き
た
。
そ

の
時
私
は
高
価
な
ニ
コ
ン
の
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
い

た
の
で
、
ふ
と
不
安
に
な
っ
た
。
こ
の
住
民
た
ち

が
自
分
を
殺
し
て
持
ち
物
を
売
り
さ
ば
い
て
山
分

◎
中
村
哲
医
師
ア
ー
カ
イ
ブ  

　
　
　
　 

＊『
辺
境
で
診
る 

辺
境
か
ら
見
る
』（
二
〇
〇
三
年
刊
、
石
風
社
）
よ
り

識
字
率
の
神
話
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村 

哲

月
二
六
日
に
着
工
し
、
同
様
の
改
修
工
事
を
二
六

年
二
月
に
終
了
し
ま
し
た
。
ミ
ア
ガ
ン
用
水
路
も

全
長
三
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
余
水
は
カ
チ

コ
ー
ル
用
水
路
に
合
流
し
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
各
用
水
路
の
余
剰
水
は
農
地
灌

漑
後
に
は
最
終
的
に
最
下
流
の
モ
ラ
ヘ
イ
ル
用
水

路
へ
流
入
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
水
路
は
Ｐ
Ｍ
Ｓ
工

法
に
基
づ
い
て
ラ
イ
ニ
ン
グ
が
施
さ
れ
、
用
水
路

両
壁
は
練
り
石
積
み
で
築
か
れ
て
お
り
、
水
の
損

失
防
止
の
た
め
効
果
的
に
機
能
し
て
い
ま
す
。
本

事
業
は
ま
だ
全
て
の
工
事
を
終
え
て
い
ま
せ
ん
が
、

今
で
は
既
に
復
旧
し
て
い
る
農
地
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

本
事
業
の
主
な
成
果

　

カ
チ
コ
ー
ル
と
ミ
ア
ガ
ン
の
両
水
路
は
村
落
の

農
地
だ
け
で
な
く
居
住
地
を
も
通
過
し
て
お
り
、

ソ
イ
ル
セ
メ
ン
ト
の
ラ
イ
ニ
ン
グ
施
工
に
よ
り
以

下
の
よ
う
な
効
果
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
水
損
失
量
の
減
少

・
家
屋
へ
の
水
分
浸
透
が
解
消
し
た

・�

水
路
損
壊
に
よ
る
居
住
地
へ
の
洪
水
流
入
が
無

く
な
っ
た

・
農
民
の
灌
漑
作
業
が
容
易
に
な
っ
た

・�

本
事
業
以
前
は
各
水
路
が
繋つ
な

が
っ
て
お
ら
ず
、
適

切
な
配
水
シ
ス
テ
ム
が
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、

余
剰
水
は
川
や
道
路
、
他
の
畑
へ
流
出
し
た
り

し
て
、
下
流
側
の
農
地
に
水
が
届
い
て
い
な
か

っ
た
。
現
在
、
こ
の
問
題
は
完
全
に
解
決
さ
れ

て
い
る
。

　

用
水
路
建
設
中
、
地
域
住
民
は
事
業
に
積
極
的

に
協
力
し
ま
し
た
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
に

期
待
を
寄
せ
る
地
域
住
民
は
、
改
修
の
た
め
用
水

路
が
家
屋
の
一
部
に
影
響
を
及
ぼ
す
時
で
さ
え
、

協
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

地
震
時
の
緊
急
支
援

　

ミ
ア
ガ
ン
用
水
路
の
ラ
イ
ニ
ン
グ
工
事
中
で
あ

っ
た
昨
年
八
月
末
、
強
い
地
震
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
東
部
、
特
に
ナ
ン
ガ
ラ
ハ
ル
州
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル

方
面
、
ク
ナ
ー
ル
州
の
ヌ
ー
ル
ガ
ル
、
デ
ィ
ワ
ガ

ル
郡
を
襲
い
、
数
千
人
の
死
傷
者
が
出
て
多
く
の

家
屋
が
損
壊
。
Ｐ
Ｍ
Ｓ
は
通
常
の
事
業
の
み
な
ら

ず
、
被
災
者
へ
の
緊
急
支
援
を
実
施
し
、
私
も
調

査
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
チ
ー

ム
が
被
災
地
を
視
察
し
た
と
こ
ろ
、
住
民
に
食
糧

が
届
い
て
い
な
い
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
そ
こ

で
緊
急
支
援
を
三
段
階
に
分
け
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

第
一
段
階
―
被
災
村
落
へ
の
食
糧
・
毛
布
配
布

　

�

第
二
段
階
―
寒
さ
が
深
ま
る
中
、
テ
ン
ト
配
布

　

�

第
三
段
階
―�

厚
地
の
毛
布
・
防
寒
着
（
子
供
用
）

配
布

　

被
災
地
視
察
中
、
崩
壊
し
た
家
屋
の
脇
に
立
っ

て
い
る
老
人
が
い
ま
し
た
。
彼
は
家
族
全
員
が
前

夜
、
食
料
も
避
難
場
所
も
な
い
ま
ま
寒
空
の
下
で

過
ご
し
た
と
話
し
ま
し
た
。
私
た
ち
が
食
べ
物
と

毛
布
を
渡
す
と
、
そ
の
老
人
は
「
地
震
後
初
め
て
の

支
援
だ
」
と
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ

の
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
支
援
は
単
に
寒
い
夜
の
た
め
の
支
援

で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
地
震
に
被
災
し
て
絶
望

し
て
い
る
自
分
た
ち
に
「
希
望
」
を
取
り
戻
さ
せ

て
く
れ
た
と
言
い
ま
し
た
。

　

日
本
の
皆
様
の
ご
支
援
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
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け
し
て
も
、
誰
も
分
か
ら
な
い
。
わ
ず
か
の
間
だ

っ
た
が
不
安
に
駆
ら
れ
て
、
見
守
っ
て
い
た
と
こ

ろ
、
お
茶
が
配
ら
れ
、
誰
か
が
石
油
缶
の
底
を
叩

い
て
調
子
を
と
り
、
踊
り
が
始
ま
っ
た
。
そ
の
う

ち
一
団
が
輪
を
作
っ
て
座
り
、
即
興
詩
を
吟
じ
合

っ
て
、
歌
会
が
催
さ
れ
た
。
客
人
の
歓
待
と
自
分

た
ち
の
娯
楽
を
兼
ね
る
と
い
う
わ
け
だ
。
私
は
村

人
の
好
意
に
対
し
て
恥
じ
入
っ
た
。

　

貧
し
い
自
給
自
足
の
山
中
の
村
で
、
村
長
が
ラ

ジ
オ
を
一
台
持
っ
て
い
る
だ
け
。
い
っ
た
い
娯
楽

と
い
う
も
の
が
あ
る
の
か
と
怪
し
ん
で
い
た
が
、

人
は
楽
し
み
を
ど
こ
で
も
工
夫
す
る
。
玩
具
が
な

く
て
も
、
子
供
が
遊
び
を
見
つ
け
る
の
と
同
じ
だ
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
パ
キ
ス
タ
ン
に
は
無
数
の
詩

人
が
い
て
、
一
部
の
作
品
は
口
か
ら
口
へ
伝
承
さ

れ
る
。
少
し
気
の
利
い
た
も
の
な
ら
、
即
興
詩
を

す
ら
す
ら
と
作
る
。
さ
し
ず
め
日
本
の
俳
句
や
和

歌
に
相
当
す
る
。
ペ
ル
シ
ャ
語
も
あ
る
が
、
地
元

の
母
語
は
パ
シ
ュ
ト
ゥ
語
で
、
ま
だ
書
き
言
葉
が

完
全
に
は
確
立
し
て
い
な
い
。
私
た
ち
の
病
院
に

勤
務
す
る
医
師
で
も
パ
シ
ュ
ト
ゥ
人
な
ら
、
掛
け

合
い
の
詩
で
楽
し
み
合
う
。

　

驚
く
こ
と
に
、
字
の
書
け
な
い
有
名
な
詩
人
も

い
て
、
相ふ
さ
わ応
し
い
尊
敬
を
集
め
て
い
る
。
読
み
書

き
が
で
き
な
い
の
を
恥
じ
る
こ
と
な
く
、
軽
蔑
す

る
こ
と
も
な
い
。
字
が
読
め
る
と
自
称
す
る
者
で

さ
え
、
ペ
ル
シ
ャ
語
の
証
文
な
ど
が
扱
え
る
だ
け

で
あ
る
。
先
進
国
に
は
識
字
率
を
文
化
的
基
準
に

考
え
る
向
き
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
見
識
を
欠
く
初

歩
的
な
誤
り
で
あ
る
。
な
ま
じ
「
教
育
」
を
授
け

て
悪
知
恵
を
育
て
な
い
方
が
よ
い
。

ＰＭＳの動き
2025年12月6日～’26年2月11日　PMS支援室員がジャ
ララバード事務所に滞在
12月11日　ダラエヌール地区の学校、マドラサで被災し
た子どもたちにジャンパー配布
12月22日　ドクター中村記念ハンセン病センター開所式
2026年1月1日～　ハンセン病センター職員がジャララバー
ド市内の病院の皮膚科外来で研修
1月25日～2月2日　マルワリードⅠ用水路内の7ヵ所のサ
イフォンで浚

しゅんせつ

渫作業
2月10日　クナール州ワディールダラ上流の被災地で毛
布・ジャンパー配布

＊表紙写真によせて＊

被災地でも授業は続く

　ダラエヌールの村。PMS・ペシャワー
ル会から届けられた防寒着をまとい、少
年たちは青空の下で授業を受けている。
室内よりも屋外のほうが暖かくなること
もあり、冬季でもこうした光景が見られ
る。子どもたちは必死に学ぼうとノート
をとり、先生の言葉を、息を弾ませなが
ら大きな声で復唱する。日本に比べれ
ばはるかに教育環境は厳しいが、それ
でも子どもたちの瞳は燦

さん

然
ぜん

と輝いていた。
　「みんな暗い顔して生活しているかとい
うと案外そうでもない。やってくる日本
人ワーカーの方がよっぽど暗い顔をして
いる。持てば持つほど、人間の顔は暗
くなってくる」
　現地で人 と々触れ合い、その暮らしを
見つめていると、中村先生の言葉が頭
のなかで何度もよみがえり、静かに胸の
奥へと沈んでいく。
　今日も青空の下。子どもたちは顔を上
げ、ただ未来を見つめていた。

▼
寄
付
を
し
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ま
へ

＊
当
会
は
法
人
格
を
持
た
な
い
「
任
意
団
体
」
で
す
。

お
送
り
下
さ
っ
た
ご
寄
付
に
つ
い
て
は
税
金
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。
予
め
ご
了
承
頂
き
ま
す
よ
う
、

お
願
い
致
し
ま
す
。

＊
会
費
、
寄
付
を
ご
入
金
さ
れ
る
際
は
、
払
込
用
紙
の

受
領
ハ
ガ
キ
欄
の
「
要
・
不
要
」
の
ど
ち
ら
か
に
〇
印

を
お
願
い
し
ま
す
。
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会
　
　
　
則

①
本
会
の
名
称
を
ペシ
ャ
ワ
ー
ル
会
と
す
る
。

②
本
会
は
、
中
村
哲
医
師
のパキ
ス
タ
ン
北
西

辺
境
州
（
現
カ
イ
バル 

パク
ト
ゥン
ク
ワ
州
）
な

ら
び
に
ア
フ
ガニス
タ
ン
で
の
医
療
活
動
な
ど
を

支
援
し
、
必
要
な
広
報
・
募
金
活
動
と
と
も

に
ワ
ー
カ
ー
の
派
遣
を
行
う
こ
と
を
目
的
と

す
る
。

③
本
会
は
、
思
想
・
信
条
に
と
ら
わ
れ
ず
、

「
支
え
合
い
」
の
精
神
で
一
致
し
て
会
を
運

営
す
る
。

④
会
員
は
年
額
三
、
〇
〇
〇
円
、
学
生
会
員

一
、
〇
〇
〇
円
、
維
持
会
員
一
〇
、
〇
〇
〇

円
の
年
会
費
を
納
入
す
る
。

⑤
会
員
は
そ
れ
ぞ
れ
可
能
な
範
囲
で
、
自
ら

創
意
工
夫
し
て
自
由
な
や
り
方
で
支
援
活
動

を
行
う
。

⑥
本
会
は
会
報
を
発
行
し
、
会
報
を
通
じ
て

活
動
を
報
告
す
る
。

⑦
本
会
は
若
干
名
の
理
事
、
監
事
を
選
任
し
、

会
の
運
営
を
行
う
。

⑧
毎
年
一
回
総
会
を
開
き
、
事
業
お
よ
び
会

計
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

⑨
本
会
の
事
務
局
を

〒
八
一
〇—

〇
〇
〇
三  

福
岡
市
中
央
区
春

吉
一
―
一
六
―
八  

Ｖ
Ｅ
Ｇ
Ａ
天
神
南
六
〇
一

℡
〇
九
二—

七
三
一—

二
三
七
二 

内
に
お
く
。

●
事
務
局
だ
よ
り

＊
桜
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
冬
も
豪
雪
に
よ
る
被

害
が
多
発
し
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
遅
れ
ば
せ
な
が

ら
心
か
ら
の
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
一
方
、
東
日
本

の
太
平
洋
側
や
西
日
本
な
ど
で
は
「
三
〇
年
に
一
度
の
少

雨
」
で
、
深
刻
な
水
不
足
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
山
田
堰

が
あ
る
筑
後
川
水
系
の
主
要
ダ
ム
の
貯
水
率
も
厳
し
い
状
況

で
、
取
水
制
限
、
減
圧
給
水
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
折
か
ら
、
中
村
医
師
の
「
水
」
に
関
連
す
る
発
言
を

紹
介
し
ま
す
。

「
あ
る
会
場
で
中
学
生
が
立
ち
ま
し
て
、
水
の
問
題
を
自
分

は
考
え
て
い
る
け
れ
ど
も
、
自
分
が
出
来
る
の
は
水
道
の
水

を
節
約
し
て
使
う
こ
と
ぐ
ら
い
で
す
が
、
そ
れ
で
い
い
ん
で

し
ょ
う
か
、
と
い
う
質
問
が
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。
私
は
そ
れ

は
立
派
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
ね
。
そ
の
人
に
し
か
出
来
な

く
て
、
他
の
誰
に
も
出
来
な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
る
わ
け
で

し
て
、
た
か
が
あ
な
た
が
水
道
の
水
を
少
し
節
約
し
た
く
ら

い
で
水
問
題
は
解
決
す
る
も
ん
で
す
か
、
と
大
人
達
は
言
い

ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
大
人
達
で
さ
え
、
そ
う
い
う
事
を
し

て
い
な
い
わ
け
な
ん
で
す
。
そ
う
い
う
小
さ
な
積
み
重
ね
が

や
が
て
大
き
な
実
を
結
び
、
水
問
題
と
い
う
も
っ
と
大
き
な

問
題
に
つ
な
が
っ
て
い
く
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
」

　
　
　
　
　
（
二
〇
〇
八
年
、
愛
真
高
校
で
の
講
演
会
よ
り
）

＊
昨
年
度
は
八
月
末
の
大
地
震
に
対
す
る
見
舞
金
も
含
め
、

多
く
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
被
災
地
へ
の
食
糧
配

給
や
テ
ン
ト
・
防
寒
着
の
配
布
な
ど
、
す
べ
て
皆
様
の
ご
寄

付
に
よ
る
も
の
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

新
年
度
と
な
り
、
会
費
等
を
納
入
さ
れ
る
方
々
が
多
い
時

期
を
迎
え
ま
し
た
。
受
領
ハ
ガ
キ
の
発
送
や
お
問
い
合
わ
せ

へ
の
対
応
な
ど
、
事
務
局
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
懸
命
に
作
業
し

て
お
り
ま
す
が
、
少
々
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ
る
か
と

存
じ
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
容
赦
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

●
Ｐ
Ｍ
Ｓ
支
援
室
よ
り

＊
昨
年
十
二
月
に
地
震
被
災
地
の
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
の
子
供
た

ち
へ
の
防
寒
着
を
配
給
し
た
。
一
月
に
は
、
ワ
デ
ィ
ー
ル
ダ

ラ
の
二
集
落
へ
の
道
路
が
整
備
さ
れ
住
民
が
戻
り
始
め
て
い

る
と
の
情
報
が
入
っ
た
。
Ｐ
Ｍ
Ｓ
職
員
二
名
が
様
子
を
見
に

行
っ
た
と
こ
ろ
、
四
駆
の
車
で
あ
れ
ば
か
な
り
近
く
ま
で
行

け
る
こ
と
が
分
か
り
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
職
員
三
〇
名
が
一
斉
に
調

査
を
実
施
し
、
二
月
一
〇
日
、
一
二
〇
〇
家
族
に
厚
地
の
毛

布
と
子
供
用
防
寒
着
が
配
給
さ
れ
た
。
物
資
の
受
け
取
り
に

は
子
供
も
多
く
み
ら
れ
た
。
地
震
で
両
親
ま
た
は
父
母
の
ど

ち
ら
か
を
亡
く
し
た
子
供
も
多
く
、
彼
ら
が
兄
弟
姉
妹
の
数

だ
け
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
両
腕
い
っ
ぱ
い
に
抱
え
て
嬉
し
そ
う

に
帰
っ
て
行
く
姿
に
慰
め
ら
れ
た
。

　

配
給
を
終
え
、
谷
を
下
っ
て
い
る
と
荷
物
を
背
に
徒
歩
で

下
っ
て
い
る
男
性
が
い
た
の
で
様
子
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
一

週
間
に
六
回
余
震
が
あ
っ
た
、
自
宅
の
修
理
を
し
た
が
余
震

で
再
度
崩
壊
し
た
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
国
道
か
ら
ワ
デ
ィ
ー

ル
ダ
ラ
に
入
り
、
上
流
へ
向
か
う
と
、
谷
の
畑
に
は
ま
る
で

大
き
な
花
が
咲
い
た
よ
う
に
テ
ン
ト
が
張
ら
れ
た
と
こ
ろ
が

多
く
、
家
屋
の
復
旧
に
は
ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
り
そ
う
で

あ
っ
た
。
被
災
地
支
援
に
は
中
村
先
生
亡
き
後
に
Ｐ
Ｍ
Ｓ
に

入
っ
て
き
た
職
員
も
加
わ
り
調
査
、
先
輩
職
員
と
一
緒
に
物

資
購
入
、
配
給
に
携
わ
っ
た
。
こ
う
し
て
中
村
先
生
の
「
自

分
の
部
署
の
作
業
だ
け
で
な
く
必
要
な
ら
何
で
も
す
る
」
と

い
う
考
え
が
浸
透
し
て
い
く
の
だ
ろ
う
。

○ぺ
村
か
ら
――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

♪

＊
大
叔
父
の
著
書
で
、
火
野
葦
平
さ
ん
の
こ
と
を
知
っ
て
い

ま
し
た
の
で
、
玉
井
家
の
血
を
全
て
受
け
継
い
だ
哲
先
生
の

活
動
に
共
感
し
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
な
っ
て
暫
く
し
て
、
先
生
の
御
人
柄
に
触

れ
る
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
仕
事
の
途
中
、
暖
か
い
視
線

を
感
じ
て
目
を
上
げ
る
と
、
先
生
の
輝
く
よ
う
な
優
し
い
笑

顔
が
目
の
前
に
あ
り
、
少
々
照
れ
ま
し
た
が
、
先
生
が
更
に

素
晴
ら
し
い
事
を
成
し
遂
げ
る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
ク
リ

ス
チ
ャ
ン
の
大
先
輩
と
し
て
も
尊
敬
し
て
い
ま
す
し
、
先
生

は
本
当
に
真
実
の
愛
の
業わ

ざ

を
行
な
わ
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
、
ス
タ
ッ
フ
同
士
で
パ
シ
ュ
ト
ゥ
語
を
勉
強
し

て
い
て
、
途
中
か
ら
、
哲
先
生
が
ワ
ー
カ
ー
さ
ん
の
為
に
作

っ
た
テ
キ
ス
ト
も
使
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
見
て
、
先
生
の
、

現
地
に
懸
け
る
強
い
想
い
が
改
め
て
胸
に
迫
っ
て
き
ま
し
た
。

残
さ
れ
た
方
々
だ
け
で
事
業
が
発
展
し
て
行
な
わ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
も
、
哲
先
生
の
偉
大
さ
が
良
く
分
か
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
会
の
更
な
る
発
展
を
祈
り
ま
す
。（
C
・
Y
）

総
会
、
現
地
報
告
会
は
原
則
と
し
て
毎
年

六
月
第
一
土
曜
日
に
開
催
い
た
し
ま
す
。


